
金
、
そ
の
他
い
ず
れ
の
名
義
を
も
っ
て
す
る

か
を
問
わ
ず
、
金
銭
そ
の
他
の
資
産
ま
た
は

経
済
的
な
利
益
の
贈
与
ま
た
は
無
償
の
供
与
」

と
な
つ
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は

「会
社
の
事
業
に
直
接
関
係

な
い
相
手
に
、
見
返
り
を
求
め
ず
任
意
に
無

償
で
提
供
す
る
金
品
や
サ
ー
ビ
ス
＝
寄
附
金
」

と
考
え
て
お
け
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実

務
で
は
こ
れ
ら
の
判
断
が
難
し
い
取
引
も
あ

り
ま
す
Э
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
経
理
担
当
者

な
ら
押
さ
え
て
お
き
た
い
寄
附
金
税
制
の
基

礎
や
留
意
点
を
解
説
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

す
。

側
　
国
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

及
び
指
定
寄
附
金

国
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
及

び
財
務
大
臣
が
指
定
し
た
寄
附
金

（指
定
寄

附
金
）
は
、
支
出
寄
附
金
の
全
額
が
損
金
算

入
さ
れ
ま
す
。
指
定
寄
附
金
に
は
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
や
目
立
大
学
、
日
本
赤
十
字
社

に
対
す
る

一
定
の
寄
附
金
等
が
あ
り
ま
す
９

全
額
政
府
出
資
で
設
立
さ
れ
た
日
本
中
央
競

馬
会
や
外
国
政
府
等
は

「国
」
に
は
該
当
し

ま
せ
ん

（こ
れ
ら
へ
の
寄
附
金
は

一
般
の
寄

附
金
と
な
り
ま
す
）。

震
災
な
ど
の
義
援
金
と
し
て
会
社
か
ら
地

　

８０

方
自
治
体
な
ど
に
寄
附
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
神
社
の
祭
礼
な
ど
で

会
社
か
ら
寄
進
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
こ
う
し
た
場
合
の
経
費
処
理
に
つ
い

て
は
経
理
担
当
者
と
し
て
も
悩
む
と
こ
ろ
で

す
。
こ
こ
で
は
交
際
費
等
と
の
違
い
や
損
金

算
入
額
の
計
算
方
法
な
ど
、
経
理
担
当
者
と

し
て
知

っ
て
お
き
た
い

「寄
附
金
税
制
」
の

基
本
知
識
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。

日
本
で
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
寄
附
を
す
る
人
が
増
え
、
今

で
は
個
人
法
人
を
合
わ
せ
た
寄
附
額
は
１

，

２
兆
円
に
の
ぼ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
Э

最
近
も
、
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
支
援
や

軍
事
侵
攻
に
よ
る
人
道
支
援
の
た
め
に
寄
附

を
募
る
自
治
体
や
団
体
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

国
語
辞
典
に
よ
る
と
、
寄
附
と
は

「公
共

事
業
等
の
た
め
に
金
品
を
贈
る
こ
と
」
と
い

っ
た
意
味
で
す
が
、
法
人
税
法
の
考
え
方
は

も
う
少
し
広
く

「寄
附
金
、
拠
出
金
、
見
舞

資
本
金
等
の
額
が
１
０
０
０
万
円
、
１
年
決

算
法
人
の
ケ
ー
ス
で
考
え
て
み
ま
す
。
所
得

基
準
額
は
３
０
０
万
円

×
６

・
２５
／
１
０
０

＝
‐８
万
７
５
０
０
円
、
資
本
基
準
額
は
１
０

０
０
万
円

×
３

・
７５
／
１
０
０
０
側
３
万
７

５
０
０
円
と
な
り
、
特
別
損
金
算
入
限
度
額

は
（‐８
万
７
５
０
０
円
＋
３
万
７
５
０
０
円
）

×
１
／
２
＝
Ｈ
万
２
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
①

当
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
支
出
し
た
寄

附
金
が
１２
万
円
だ
と
す
れ
ば
、
１２
万
円
１
１１

万
２
５
０
０
円
＝
７
５
０
０
円
が
限
度
超
過

額
と
な
り
ま
す
①
な
お
特
定
公
益
増
進
法
人

に
は
、
独
立
行
政
法
人

（国
立
病
院
等
）
や

公
益
法
人
、　
一
定
の
学
校
法
人

（私
立
大
学

等
）
、
日
本
赤
十
字
社
等
が
あ
り
ま
す
Э

僻
　
一
般
の
寄
附
金
（上
記
以
外
の
寄
附
金
）

上
記
に
該
当
し
な
い
一
般
の
寄
附
金
は
、

次
ベ
ー
ジ
図
表
２
の
損
金
算
入
限
度
額
ま
で

が
損
金
算
入
さ
れ
ま
す
。

②
と
同
様
に
所
得
の
金
額
が
３
０
０
万
円
、

資
本
金
等
の
額
が
１
０
０
０
万
円
、
１
年
決
　
８‐

寄
附
金
の
区
分
と
取
扱

い
を

押
さ
え
て
お
こ
う

ま
ず
最
初
に
、
得
附
金
の
区
分
と
取
扱
い

に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
Э

法
人
税
法
で
の
寄
附
金
の
区
分
と
取
扱
い
は
、

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
　
特
定
公
益
増
進
法
人
等
や
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
等
に
対
す
る
寄
附
全

特
定
公
益
増
進
法
人
等
や
認
主学た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち

一
定
の
要
件
を

満
た
す
も
の
は
、
次
ベ
ー
ジ
図
表
１
の
特
別

損
金
算
入
限
度
額
ま
で
が
損
金
算
入
さ
れ
ま

す
。例
え
ば
、
所
得
の
金
額
が
３
０
０
万
円
、
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算
法
人
の
ケ
ー
ス
で
考
え
て
み
ま
す
。
所
得

基
準
額
は
３
０
０
万
円
×
２

・
５
／
１
０
０

＝
７
万
５
０
０
０
円
、
資
本
基
準
額
は
１
０

０
０
万
円
×
２

・
５
／
１
０
０
０
Ｈ
２
万
５

０
０
０
円
と
な
り
、損
金
算
入
限
度
額
は
（７

万
５
０
０
０
円
十
２
万
５
０
０
０
円
）
×
１

／
４
＝
２
万
５
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
当

年
に
支
出
し
た

一
般
の
寄
附
金
が
１２
万
円
だ

と
す
れ
ば
、
１２
万
円
１
２
万
５
０
０
０
円
＝
　

８２

９
万
５
０
０
０
円
が
限
度
超
過
額
と
な
り
ま

す
。

側

そ
の
他

日
外
関
連
者
に
対
す
る
寄
附
金
は
、
支
出

寄
附
金
の
全
額
が
損
金
不
算
入
と
な
り
ま
す
。

国
外
関
連
者
と
は
、
寄
附
金
を
支
出
し
た
法

人
と
の
間
に
特
殊
な
関
係

（持
株
関
係
、
実

質
支
配
関
係
等
）
が
あ
る
外
国
法
人
を
い
い

ま
す
。ま
た
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
（１

０
０
％
子
会
社
等
）
が
あ
る
他
の
内
国
法
人

に
対
す
る
寄
附
金
も
、
全
額
が
損
金
不
算
入

と
な
り
ま
す

（グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
）Э

寄
附
金
と
他
の
費
用
と
の

区
分
は
こ
う
す
る

法
人
税
法
で
は
寄
附
金
、
拠
出
金
、
見
舞

金
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
基
本
的
に
寄
附
金
と

考
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
名
義
で
あ
っ
て
も
、

織
）
や
政
治
団
体
に
対
す
る
拠
金
は
、
原
則

寄
附
金
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
政
党
や
政

治
資
金
団
体
に
対
す
る
献
金
は
原
則
、
害
附

金
と
な
り
ま
す

（政
治
資
金
規
正
法
の
適
用

を
受
け
る
政
治
献
金
で
あ
つ
て
も
、
所
得
税

（個
人
）
の
よ
う
な
特
別
な
取
扱
い
は
な
く
、

一
般
の
寄
附
金
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
）。

た
だ
し
、
政
治
家
や
他
の
出
席
者
と
の
親

睦
を
図
る
た
め
に
出
席
す
る
政
治
パ
ー
テ
ィ

の
参
加
費
用
で
あ
れ
ば
、
懇
親
会
費
と
し
て

交
際
費
等
と
な
り
ま
す
。

団
　
国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

国
等
に
対
す
る
寄
附
金
は
原
則
、
全
額
が

損
金
算
入
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
寄
附

金
に
は
金
銭
の
支
出
だ
け
で
な
く
保
有
財
産

の
寄
附
も
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
法
人
が

保
有
す
る
土
地
を
、
地
域
防
災
事
業
の
た
め

に
国
に
寄
附
し
た
場
合
も
、
国
等
に
対
す
る

寄
附
金
に
該
当
し
ま
す
。

た
だ
し
自
社
工
場
の
前
の
私
道
を
舗
装
し

て
も
ら
う
た
め
県
に
寄
附
す
る
と
い
っ
た
、
　

８３

_ =こ と__  i― 二 _  二 と=  _==‐  __ュエ‐■ _===■  一
ォ ・ti´ 主 =ニ ユニ、 ・ と すとフ

図表 1 特別損金算入限度額の計算式

図表2 損金算入限度額の計算式

事
業
と
の
関
連
性
や
目
的
に
よ

っ
て
は
寄
附

金
で
は
な
く
交
際
費
等
、
広
告
宣
伝
費
、
福

型
厚
生
費
等
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
判

断
の
ポ
イ
ン
ト
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
確
認

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ｍ
　
神
社
や
お
寺
に
対
す
る
寄
附
金

神
社
の
祭
礼
等
の
寄
贈
金
は
、
原
則
寄
附

金
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
神
社
や
お
寺
で

授
か
る
お
守
り
、
お
札
や
熊
手
の
初
穂
料
等

は

（物
品
の
購
入
費
用
で
は
な
く
）
喜
捨
金

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
原
則
、
寄
附
金
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
お
生
産
と
し
て
販
売

さ
れ
て
い
る
線
香
や
お
菓
子
、
絵
ハ
ガ
キ
や

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
い
っ
た
実
用
品
等
は
、
神

社
や
お
寺
で
購
入
し
て
も
奪
附
金
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
寄
贈
先
の
神
社
や
お
寺
と
事
業
上

の
関
連
が
あ
る
場
合

（例
え
ば
、
社
殿
の
改

修
工
事
を
請
け
負
う
建
設
業
者
等
）
で
、
今

後
も
円
滑
に
取
引
を
行
な
う
た
め
支
出
す
る

寄
贈
金
は
交
際
費
等

（定
額
控
除
限
度
額
年

８
０
０
万
円
を
超
え
る
部
分
の
金
額
は
損
金

不
算
入
等
）
と
な
り
ま
す
Э

ま
た
、
夏
祭
り
で
境
内
に
社
名
入
り
の
提

灯
や
看
板
を
掲
示
し
て
も
ら
い
販
売
促
進
の

た
め
に
支
出
す
る
協
賛
金
等
は
広
生
思
旦
伝
費

（全
額
損
金
算
入
）
と
な
り
ま
す
。

口
　
社
会
事
業
団
体
や
政
治
団
体
に
対
す
る

寄
附
金

社
会
事
業
団
体

（共
同
募
金
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
よ
う
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
な
う
組
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「自
己
が
使
益
を
受
け
る
た
め
の
負
担
金
」
は
、

寄
附
金
で
は
な
く
繰
延
資
産

（償
却
期
間
に

応
じ
て
損
金
算
入
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
自
社
が
保
有
す
る
土
地
を
開
発
す
る

目
的
で
隣
接
す
る
私
道
を
市
に
寄
附
し
た
際

に
、
ク私
道
の
無
償
提
供
は
名
目
的
に
す
ぎ

な
い

（私
道
の
効
用
は
開
発
す
る
土
地
に
吸

収
さ
れ
る
／

と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、
寄

附
に
よ
る
損
失
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
と

さ
れ
ま
す
。

側
　
大
学
等
に
対
す
る
寄
附
金

財
務
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
国
公
立
大
学

等
に
対
す
る
寄
附
金
は
全
額
が
損
金
算
入
、

学
校
法
人
で
あ
る
私
立
大
学
等
に
対
す
る
寄

附
金
は
特
定
公
益
増
進
法
人
等
に
対
す
る
寄

附
金
と
し
て
特
別
損
金
算
入
限
度
額
ま
で
が

損
金
算
入
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
法
人
と
大
学
等
と
の
間
に
ま
っ
た

く
取
引
関
係
が
な
く
、
例
え
ば
社
長
の
出
身

校
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
寄
附
し
た
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
社
長
個
人
が
負
担
す

べ
き
臨
時
的
な
支
出
と
し
て
役
員
賞
与

（損

金
不
算
入
及
び
源
泉
所
得
税
の
追
徴
）
と
な

り
ま
す
。

倒
　
日
本
赤
十
字
社
に
対
す
る
寄
附
金

日
本
赤
十
字
社
に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち

指
定
寄
附
金

（毎
年
４
月
～
９
月
の
期
間
中

に
寄
附
し
た
も
の
。
都
道
府
県
ご
と
の
上
限

あ
り
）
は
全
額
が
損
金
算
入
、
そ
れ
以
外
の

事
業
全
般
に
対
す
る
寄
附
金
は
特
定
公
益
増

進
法
人
等
に
対
す
る
寄
附
金
と
し
て
、
特
別

損
金
算
入
限
度
額
ま
で
が
損
金
算
入
と
な
り

ま
す
。
同
じ
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
で
あ
っ

て
も
取
扱
い
が
異
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。
日
本
赤
十
字
社
が
発
行
す
る
受
領
書
に

「法
人
税
法
第
３７
条
第
３
頂
第
２
号
に
該
当
」

と
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
指
定
寄
附
金
、
「法

人
税
法
第
３７
条
第
４
項
に
該
当
」
と
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
特
定
公
益
増
進
法
人
等
に
対
す

る
寄
附
金
と
な
り
ま
す
。

な
お
日
本
赤
十
字
に
対
し
て
義
援
金
を
支

払
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
義
援
金
が
最
終
的
　
８４

に
義
援
金
配
分
委
員
会
等
に
拠
出
さ
れ
る
と

き
は
国
等
に
姑
す
る
寄
附
金
と
し
て
全
額
が

損
金
算
入
さ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
受
領

書
に

「法
人
税
法
第
３７
条
第
３
項
第
１
号
に

該
当
」
と
記
載
さ
れ
ま
す
。

倒
　
従
業
員
等
に
対
す
る
金
品
の
贈
与

従
業
員
等
に
対
し
て
支
給
す
る
金
品
の
う

ち

一
定
の
も
の
は
福
利
厚
生
費
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
社
内
規
程
に
従

っ
て
支
給
す
る
結

婚
祝
い
や
香
典
、
花
輪
代
等
は
福
利
厚
生
費

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
慶
弔
禍
福
の
費
用
で

も

「支
給
基
準
が
あ
い
ま
い
」
「支
給
額
が

不
相
当
レ」
辞
額
」
と
い
っ
た
場
合
は
、
従
業

員
等
に
対
す
る
給
与

（従
業
員
等
が
死
亡
し

て
い
る
場
合
は
遺
族
に
対
す
る
寄
附
金
）
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

創
業
記
念
や
永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
支
給

す
る
記
念
品
も

一
定
の
基
準

（換
金
性
が
低

い
、
選
択
性
が
乏
し
い
等
）
を
満
た
し
て
い

れ
ば
福
利
厚
生
費
と
な
り
ま
す
が
、
商
品
券

や
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
等
の
支
給
は
原
則
、
給

与
課
税
と
な
り
ま
す

（た
だ
し
旅
行
券
は
、

支
給
後
１
年
以
内
に
旅
行
を
実
施
す
る
等
の

要
件
を
満
た
せ
ば
給
与
課
税
さ
れ
な
い
と
い

う
取
扱
い
が
あ
り
ま
す
）。

側
　
取
引
先
等
に
対
す
る
金
品
の
贈
与
等

事
業
に
関
係
あ
る
取
引
先
等
に
紺
す
る
金

品
の
贈
与
等
は
、　
一
般
的
に
は
取
引
の
円
滑

化
を
目
的
と
考
え
る
の
で
基
本
的
に
は
交
際

費
等
に
含
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
得
意
先
の
担

当
者
に
結
婚
祝
い
や
お
歳
暮
を
贈

っ
た
り
、

ゴ
ル
フ
で
接
待
を
行
な
つ
た
り
す
る
費
用
は

交
際
費
等
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
得
意
先
に
見
本
品
や
試
用
品
を
供

与
す
る
場
合
や
、　
一
般
消
費
者
を
抽
選
で
旅

行
に
招
待
す
る
場
合
等
は
、
周
知
宣
伝
効
果

を
意
図
す
る
も
の
と
し
て
広
告
宣
伝
費
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
広
生
息
旦
伝
用
資
産
の
贈

与

（ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
が
自
社
名
入
り
の
看

板
を
居
酒
屋
に
無
償
提
供
す
る
等
）
は
贈
与

側
の
繰
廷
資
産
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
取
引
先
等
が
被
災
し
た
際
に
支
出

す
る
災
害
見
舞
金
は
、
取
引
先
の
救
済
を
通

じ
て
の
自
社
の
損
失
回
避
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
寄
附
金
や
交
際
費
等
と
な
ら
ず

に
全
額
が
損
金
算
入
さ
れ
ま
す
。

側
　
取
引
先
等
に
対
す
る
低
利
貸
付
け

事
業
に
関
係
あ
る
取
引
先
等
に
対
し
て
通

常
よ
り
も
低
い
利
率
で
貸
付
け
を
行
な
つ
た

と
き
は
、
本
来
収
受
す
べ
き
利
息
と
の
差
額

は
原
則
、
寄
附
金
と
な
り
ま
す

（交
際
費
等

と
は
な
り
ま
せ
ん
）。

例
え
ば
、
通
常
利
率
が
３
％
に
も
か
か
わ

ら
ず
利
率
１
％
で
取
引
先
に
１
０
０
０
万
円

を
融
資
し
た
場
合
、
収
受
す
べ
き
利
息
１
０

０
０
万
円
ｘ
３
％
＝
３０
万
円
と
実
際
に
受
け

取
っ
た
利
息
１
０
０
０
万
円
×
１
％
ｗ
ｌＯ
万

円
と
の
差
額
２０
万
円
が
、
取
引
先
に
対
す
る

寄
附
金
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
取
引
先
の

合
理
的
な
経
営
再
建
や
災
害
支
援
を
目
的
と

し
た
低
利
貸
付
け
に
よ
る
利
息
の
差
額
は
寄

附
金
と
な
り
ま
せ
ん
Э

ま
た
、
個
人
的
な
事
情
で
役
員
に
低
利
貸

付
け
を
行
な
う
と
、
利
息
の
差
額
は
役
員
給

与

（臨
時
的
支
出
で
あ
れ
ば
役
員
賞
与
）
と

な
り
ま
す
。
役
員
個
人
に
汁
す
る
貸
付
け
が

無
利
息
無
期
限
無
返
済
の
場
合
は
、
税
務
署

か
ら
貸
付
金
の
全
額
を
役
員
賞
与
と
認
定
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

倒
　
取
引
先
等
に
対
す
る
債
権
放
棄

取
引
先
等
に
対
し
て

一
定
の
要
件

（債
務

超
過
と
な
り
返
済
能
力
を
喪
失
す
る
等
）
を

満
た
し
て
行
な
う
債
権
放
棄

（未
回
収
の
売

上
代
金
を
免
除
等
）
は
、
貸
倒
損
失
と
し
て

全
額
が
損
金
算
入
と
な
り
ま
す
。　
一
方
で
、

返
済
能
力
が
あ
る
取
引
先
に
特
段
の
理
由
も

な
く
債
権
放
棄
を
行
な
つ
た
場
合
は
、
そ
の

放
棄
し
た
金
額
は
得
意
先
に
対
す
る
守
附
金

（
一
般
の
寄
附
金
）
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
被
災
し
た
得
意
先
の
復
旧
支
援

と
し
て
行
な
う
債
権
放
棄

（通
常
の
営
業
活

動
を
再
開
す
る
ま
で
の
期
間
内
に
売
上
代
金

を
免
除
す
る
等
）
は
、
得
意
先
の
返
済
能
力
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の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
害
附
金
以
外
の
損
金

と
し
て
全
額
が
損
金
算
入
さ
れ
ま
す
。

側

グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
不
動
産
士詈
貝
等

特
段
の
事
情
も
な
く
通
常
と
異
な
る
価
格

で
グ
ル
ー
プ
会
社
と
不
動
産
士騒
貝
等
を
行
な

っ
た
場
合
は
、
通
常
価
格
と
の
差
額
が
寄
附

金
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
親
会
社
が
所
有
す
る
時
価
３
億

円
の
土
地
を
子
会
社
が
１
億
円
で
買
い
取
っ

た
場
合

（低
額
譲
渡
）
は
、
差
額
の
２
億
円

が
親
会
社
か
ら
子
会
社
に
対
す
る
寄
附
金
と

な
り
ま
す

（子
会
社
は
２
億
円
の
受
贈
益
を

計
上
）。
逆
に
親
会
社
が
所
有
す
る
時
価
１

億
円
の
土
地
を
子
会
社
が
３
億
円
で
買
い
取

っ
た
場
合

（高
価
買
入
）
は
、
子
会
社
か
ら

親
会
社
に
対
す
る
２
億
円
の
寄
附
金
と
な
り

ま
す
（親
会
社
は
２
億
円
の
受
贈
益
を
計
上
）。

他
に
も
親
会
社
が
所
有
す
る
土
地
に
子
会

社
が
建
物
を
建
築
し
た
際
に
相
当
の
地
代
を

収
受
し
な
い
と
、
親
会
社
か
ら
子
会
社
に
対

し
て
権
利
金
相
当
の
寄
附
が
あ
っ
た
も
の
と

す
る

「借
地
権
の
認
定
課
税
」
と
い
う
取
扱

い
も
あ
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
会
社
に
紺
す
る
寄
附
金
は
原
則
、

一
般
の
寄
附
金
と
な
り
ま
す
が
、
寄
附
先
が

日
外
関
連
者
で
あ
る
場
合
は
全
額
が
損
金
不

算
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
完
全
支
配
関
係

に
あ
る
内
国
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
は
、
グ

ル
ー
プ
法
人
税
制
に
よ
り
全
額
が
損
金
不
算

入
と
な
り
ま
す

（寄
附
金
を
受
け
た
側
の
受

贈
益
も
益
金
不
算
入
）Э

側
　
被
災
者
支
援
の
義
援
金
等

被
災
者
支
援
の
た
め
自
治
体
に
支
払
っ
た

義
援
金
は
、
「国
等
に
紺
す
る
寄
附
金
」
と

し
て
全
額
損
金
算
入
と
な
り
ま
す
。
募
金
団

体
に
支
払
っ
た
一義
援
金
で
も
、
最
終
的
に
国

や
地
方
公
共
団
体
に
拠
出
さ
れ
る
こ
と
が
税

務
署
で
確
認
さ
れ
れ
ば

「国
等
に
対
す
る
寄

附
金
」
と
な
り
ま
す

（確
認
で
き
な
い
場
合

は
、
寄
附
先
の
団
体
の
区
分
に
応
じ
て
特
定

公
益
増
進
法
人
等
に
対
す
る
寄
附
金
ま
た
は

一
般
の
寄
附
金
と
な
り
ま
す
）。
た
だ
し
外

国
政
府
や
在
日
外
国
公
館
等
に
直
接
寄
附
し

　

８６

た
場
合
は
、
国
等
に
対
す
る
寄
附
金
に
該
当

し
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
が
お
に
ぎ
り
や
パ
ン
を
避
難
所

に
提
供
す
る
等
、
不
特
定
多
数
の
被
業
者
支

援
の
た
め
自
社
製
品
等
を
提
供
し
た
際
の
費

用
は
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ァ
ッ
プ
効
果
が
生

じ
る
と
考
え
て
広
告
宣
伝
費
と
し
て
全
額
が

損
金
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
自
社
の
社
員
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
さ
せ
た
際
も
、

給
与
額
は
寄
附
金
に
は
該
当
せ
ず
通
常
の
給

与
扱
い
と
な
り
ま
す
。

個
人
が
寄
附
を
行
な
っ
た

場
合
の
税
務
は
こ
う
な
る

こ
こ
か
ら
は
少
し
視
点
を
変
え
て
、
個
人

が
寄
附
を
行
な
っ
た
場
合
の
税
制
上
の
取
扱

い
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

個
人
が

一
定
の
寄
附
金

（特
定
寄
附
金
＝

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
、
公
益
団
体
等
と

工
〓

ェ
一
芽

一
離
井

オ
華
館
一差
〓

一
一
二

一

　

　

．

一
一
一

一

一一

い
っ
た
団
体
に
対
し
て
行
な
っ
た
寄
附
金
）

を
支
出
し
た
場
合
は
、
特
定
寄
附
金
の
区
分

に
応
じ
て
次
の
税
制
優
遇
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

耐
　
所
得
控
除

次
の
算
式
で
計
算
し
た
寄
附
金
控
除
額
を

総
所
得
金
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

寄
附
金
控
除
額
＝
特
定
寄
附
金
の
合
計
額
※

１
２
０
０
０
円

※
総
所
得
金
額
等
の
４０
％
が
限
度

例
え
ば
、
特
定
寄
附
金
の
合
計
額
が
１０
万

円
だ
っ
た
場
合
、
寄
附
金
控
除
額
は
原
則
１０

万
円
１
２
０
０
０
円
＝
９
万
８
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。
仮
に
所
得
税
率
を
２０

．
４２
％
と

す
る
と
、
寄
附
金
控
除
に
よ
る
所
得
税
の
軽

減
額
は
９
万
８
０
０
０
円
×
２０

，
４２
％
＝
２

万
Ｈ
円
と
な
り
ま
す
Э

閉
　
税
額
控
除

（特
別
控
除
）

一
定
の
要
件
を
満
た
す
特
定
寄
附
金
は
、

所
得
控
除
に
代
え
て
税
額
控
除
を
適
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
額
控
除
の
計
算
は
、

図
表
３
の
と
お
り
で
す

（所
得
税
額
の
％
％

相
当
額
を
限
度
。
１
０
０
円
未
満
切
捨
）。

例
え
ば
、
公
益
社
団
法
人
に
対
す
る

一
定

の
特
定
寄
附
金
の
合
計
額
が
１０
万
円
だ
っ
た

場
合
、
寄
附
金
特
別
控
除
額
は
原
則

（１０
万

円
１
２
０
０
０
円
）
×
４０
％
＝
３
万
９
２
０

０
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
に
つ
い
て
も
、
個
人
が

一

定
の
寄
附
金
を
支
出
し
た
場
合
は
、
含
附
金

の
区
分
に
応
じ
て
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
住
民
税
に
は
寄
附
金

の
所
得
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

側

基
本
控
除
額

（対
象
と
な
る
す
べ
て
の

寄
附
金
）

次
の
算
式
で
計
算
し
た
税
額
控
除
額

（基

本
控
除
額
）
を
住
民
税
額
か
ら
控
除
し
ま
す
。　
８７

図表3 税額控除の計算

=二
 ‐五 十二

=■
 ユニ!.五i 垂 : 注エ ェ農 ェ羞 _

① 公益社回法人、認定NPO法人等の寄附金特別控除

寄附金特Eむ控除額=(特定寄崎金の合計額
※-2000円 )X40%

※総所得金額等の40%が眼度

② 政党等の寄附金特別控除

寄附金特別控除額=(特
定書附金の合計額ホー2000円)X30%

※総所得金額等の40%が暦畏度
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取扱ぃ区 分 !

支出寄附金の全額が損金算入

※企業版ふるさと納税は、他に法人住民

税事業税の税額控除あり

国、地方公共団体に対する寄附金

財務大臣の指定した寄附金

支出寄附金の額―特別損金算入限度額

=損金不算入
特定公益増進法人等に対する寄附金

認定 NPO法人等に対する寄附金

支出寄附金の額―損金算入限度額

=損金不算入
一般の寄附金

支出寄附金の全額が損金不算入国外関連者に対する寄附金

完全支配関係がある他の内国法人に

対する寄附金

支出寄附金の全額が損金不算入

※受取側は益金不算入

図表4 法人税の寄附金の取扱い

図表5 個人 (所得税・住民税)の寄附金控除の取扱
ヽ

    い

例
　
特
例
控
除
額

（ふ
る
さ
と
納
税
）

次
の
算
式
で
計
算
し
た
税
額
控
除
額

（特

例
控
除
額
）
を
住
民
税
額
か
ら
控
除
し
ま
す

（住
民
税
所
得
割
額
の
２０
％
を
限
度
）。

特
例
控
除
額
＝

（寄
附
金
の
合
計
額
１
２
０

０
０
円
）
ｘ
（９０
％
１
０
～
４５
・９
４
５
％
※
）

※
所
得
税
の
限
界
税
率

例
え
ば
、
寄
附
金

（ふ
る
さ
と
納
税
）
の

合
計
額
が
１０
万
円
、
所
得
税
の
限
界
税
率
が

２０

。
４２
％
だ

つ
た
場
合
、
特
例
控
除
額
は

（１０
万
円
１
２
０
０
０
円
）
×
（９０
％
‐
２０

，

４２
％
）
＝
６
万
８
１
８
９
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
住
民
税
の
税
額
控
除
額
の
合
計

額
は
基
本
控
除
額
９
８
０
０
円

（上
記
ω
参

照
）
と
特
例
控
除
額
６
万
８
１
８
９
円
を
足

し
た
７
万
７
９
８
９
円
と
な
り
ま
す
Э

さ
ら
に
所
得
税
の
所
得
控
除
に
よ
る
軽
減

額
２
万
１１
円
を
加
え
た
９
万
８
０
０
０
円
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
１０
万
円
に
よ
る
税
負
担
軽
減

額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
寄
附
金
控
除
は
会
社
の
年
末
調
整

で
は
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
従
業
員
か
ら

相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
ご
自
身
で
確
定
申
告

を
行
な
う

（ふ
る
Ｘ
＞
〕納
税
の
み
の
場
合
は

寄
附
先
の
自
治
体
に
ワ
ン
ス
ト
ツ
プ
特
例
を

申
し
込
む
）
よ
う
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
所
得
金
額
を
見
積
も

っ
て

事
前
に
限
度
額
を
計
算
し
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
Э
前
ペ
ー
ジ
図
表
４
、
５
に
寄
附
金

税
制
の
取
扱
い
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
紙
数
の
関
係
で
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

（地
方
創
生
応
援
税
制
）
に
つ
い
て
は
解
説

を
省
き
ま
し
た
。

●
ひ
ら

い
　
み

つ
ひ
ろ

１
９
７
５
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
日
本
大
学
文
理
学

部
心
理
学
科
卒
業
。
中
央
競
馬
ピ
ー
ア
ー
ル
セ
ン

タ
ー

（Ｊ
Ｒ
Ａ
関
連
企
業
）
を
経
て
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
Ｓ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

（京
セ
ラ
関

連
企
業
）
入
社
。
２
０
０
８
年
、
平
井
会
計
事
務

所
開
業
。
【近
況
】
最
近
は
家
族
で

「リ
ア
ル
脱

出
ゲ
ー
ム
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
初
対
面
の
方

と
協
力
し
て
謎
解
き
す
る
の
は
テ
レ
ビ
番
組
や
デ

ジ
タ
ル
ゲ
ー
ム
と
は
違
う
新
鮮
な
面
自
さ
が
あ
り

ま
す
。
社
員
研
修
や
懇
親
会
に
取
り
入
れ
る
会
社

が
あ
る
の
も
納
得
で
す
。

基
本
控
除
額
＝

（寄
附
金
の
合
計
額
※

１
２
０
０
０
円
）
ｘ
ｌＯ
％

※
絡
所
得
金
額
等
の
３０
％
が
限
度

例
え
ば
、
寄
附
金
の
合
計
額
が
１０
万
円
だ

　

８８

っ
た
場
合
、
寄
附
金
の
税
額
控
除
額

（基
本

控
除
額
）
は
原
則

（１０
万
円
１
２
０
０
０
円
）

×
１０
％
＝
９
８
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

二 垂 _|とこ井1 違二 : 二主主 !と二◇

寄
附
金
は
「支
出
時
に
損
金
」
と
な
る
（未

払
計
上
は
認
め
ら
れ
な
い
）
の
で
、
当
期
の

損
金
と
す
る
な
ら
年
度
末
ま
で
に
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
領
収
書
の
宛
名
は
必

ず
会
社
名
に
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
社
長

個
人
名
宛
だ
と
、
税
務
調
査
で
否
認
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
っ

な
お
経
理
担
当
者
と
し
て
は
寄
附
金
等
の

判
別
だ
け
で
な
く
、
「ど
の
取
扱
い
と
な
れ

ば
税
負
担
が
軽
滅
さ
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た

点
も
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す

（例

え
ば
、　
一
般
の
写
附
金
と
交
際
費
等
の
ど
ち

ら
が
自
社
に
有
利
な
の
か
）。
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唱
言
!要
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幸

き

１
■

彊

＊１

．
て

:県税
:

市町村

民税
「

住民税

国

所得控除

控除対象外

地方公共団体

(ふ るさと納税 )

税額控除

(特例控除)

共同募金会

日本赤十字社
所得控除

税額控除

(基本控除 )

※住所地の都道

府県に所在する

支部等に限る

認定 NPO
法人等

所得控除 or

税額控除

の選択適用

税額控除

(基本控除 )

※住所地の都道

府県・市区町村

の条例指定があ

る場合に限る

公益社団法人

学校法人等

所得控除

※一定の要件を

満たせば税額控

除との選択適用政党等 控除対象外
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